
2

動
き
は
あ
る
。

　

水
利
権
更
新
の
6
ヶ
月

前
ま
で
に
何
ら
か
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
必
要
が

あ
る
た
め
、
関
係
機
関
へ

働
き
掛
け
て
い
く
。

　
　
　

ふ
れ
あ
い
館
の
今

後
の
在
り
方
等
は
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。
様
々
な

施
設
の
利
活
用
方
法
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

商
業
的
に
使
用
す

る
こ
と
は
、
国
と
し
て
施

設
整
備
の
経
緯
等
の
問
題

か
ら
難
し
い
と
の
見
解
を

示
さ
れ
た
経
緯
も
あ
る
。

今
後
、
エ
コ
パ
ー
ク
等

様
々
な
面
か
ら
同
施
設
の

有
効
活
用
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　

農
林
業
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
全
国
茶
品
評
会

出
品
茶
等
の
製
造
の
継
続

強
化
に
つ
い
て

　
　
　

平
成
12
年
度
か
ら

農
林
業
セ
ン
タ
ー
で
製
造

　
9
月
4
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
決
算
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
委
員
長

に
中
澤
莊
也
第
2
常
任
委

員
長
が
、
副
委
員
長
に
鈴

木
多
津
枝
第
1
常
任
委
員

長
が
選
任
さ
れ
た
。

　
委
員
会
の
審
査
は
、
9

月
5
日
、
8
日
、
9
日
、

10
日
、
11
日
、
12
日
（
現

地
調
査
・
委
員
会
採
決
）

の
6
日
間
、
各
課
ご
と
に

実
施
し
た
。
結
果
、
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
す

べ
て
の
案
件
が
原
案
の
と

お
り
認
定
さ
れ
た
。

　
審
査
の
中
で
委
員
か
ら

出
さ
れ
た
意
見
・
質
問
・

要
望
等
の
主
な
も
の

 　
　
　

地
籍
調
査
の
進
捗

状
況
、
実
施
方
法
等
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

藤
川
・
水
川
終
了
。

今
年
度
長
尾
川
ま
で
入
る

予
定
。
地
権
者
立
会
い
の

下
で
境
界
を
確
定
す
る
方

法
を
取
っ
て
い
る
の
で
、

中
々
作
業
が
進
ま
な
い
現

状
に
あ
る
。

　
　
　

大
井
川
の
水
利
権

更
新
に
つ
い
て
は
、
検
討

し
て
い
る
の
か
。
前
向
き

に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　

県
の
水
利
流
量
協

議
会
が
事
務
局
だ
が
、
現

時
点
で
は
、
県
の
動
き
は

な
い
。
リ
ニ
ア
の
件
で
は

ン
（
案
）
の
施
策
の
取
り

組
み
の
中
で
、
施
設
の
有

効
活
用
と
い
う
こ
と
で
検

討
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

環
境
教
育
や
エ
コ
パ
ー
ク

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
南

ア
ル
プ
ス
の
デ
ー
タ
を
保

存
、
保
管
し
て
い
る
施
設

と
し
て
考
え
て
い
る
。
今

後
、
施
設
の
運
営
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
が
、

無
料
化
も
視
野
に
入
れ
て

考
え
て
い
る
。

　
　
　

無
線
も
災
害
時
に

一
斉
に
使
用
す
る
と
混
線

す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

災
害
時
の
混
乱
は

起
こ
り
得
る
こ
と
だ
と
思

う
。
そ
う
し
た
こ
と
を
含

め
、
自
治
会
か
ら
の
連
絡

に
つ
い
て
は
、
行
政
無
線

や
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
、
衛

星
携
帯
電
話
等
あ
ら
ゆ
る

通
信
手
段
を
活
用
し
て
連

絡
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に

呼
び
か
け
て
い
る
。
被
害

を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た

め
、自
分
の
身
を
守
る「
自

を
行
う
戦
略
を
取
っ
て
い

る
。
本
年
度
の
結
果
を
受

け
、
生
産
者
の
意
向
を
確

認
し
な
が
ら
対
応
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

学
校
の
あ
り
方
協

議
会
に
お
い
て
、
複
式
学

級
に
つ
い
て
の
意
見
は
あ

っ
た
か
。

　
　
　

複
式
学
級
に
対
し

て
の
不
安
が
寄
せ
ら
れ
た
。

学
校
で
は
、
学
力
に
影
響

の
出
な
い
複
式
学
級
の
授

業
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

制
度
上
、
複
式
学
級
は
で

き
る
規
定
で
あ
る
の
で
県

教
委
に
対
し
町
の
特
色
に

合
わ
せ
た
学
級
運
営
が
で

き
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

　
　
　

資
料
館
や
ま
び
こ

を
南
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー

ク
の
拠
点
施
設
等
と
考
え

て
い
る
よ
う
だ
が
、
平
成

27
年
度
以
降
ど
の
よ
う
な

考
え
か
伺
う
。

　
　
　

社
会
教
育
ビ
ジ
ョ

　
　
　

引
湯
管
施
設
工
事

の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

26
年
度
で
完
了
予

定
で
あ
る
。

　
　
　

い
や
し
の
里
診
療

所
の
受
診
患
者
数
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　

平
成
25
年
度
の
患

者
数
は
予
防
接
種
個
別
接

種
者
数
を
含
め
て
3
7
9

4
人
（
月
平
均
3
1
6

人
）
で
あ
る
。
患
者
の
伸

び
は
前
年
比
1
2
6
％
で

あ
っ
た
。

　
　
　

被
保
険
者
の
う
ち
、

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の

人
数
を
伺
う
。

　

資
格
証
明
書
を
発
行
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

特
別
徴
収
者
（
年

金
天
引
き
）
1
8
9
3
人
、

普
通
徴
収
者
（
口
座
振
替
、

納
付
書
払
い
）
2
3
3
人

（
口
座
振
替
1
5
3
人
、

助
」を
原
則
に
行
動
と
対

応
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

平
成
25
年
度
に
お

け
る
滞
納
整
理
機
構
へ
の

移
管
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

移
管
件
数
４
件
、

引
受
金
額
1
2
5
万
1
千

円
で
徴
収
金
額
は
1
3
3

万
1
千
円
で
あ
っ
た
。
徴

収
金
額
が
多
く
な
っ
て
い

る
の
は
延
滞
金
が
増
え
た

こ
と
に
よ
る
。
4
件
を
機

構
に
移
管
し
3
件
が
完
納

に
な
っ
た
。

　
　
　

へ
き
地
患
者
輸
送

の
対
象
地
区
は
坂
京
地
区

で
あ
る
が
、
原
山
地
区
と

か
は
町
営
バ
ス
等
公
共
交

通
機
関
が
整
備
さ
れ
た
の

で
な
く
な
っ
た
の
か
。
へ

き
地
患
者
輸
送
車
の
基
準

等
を
伺
う
。

　
　
　

原
山
地
区
は
町
営

バ
ス
運
行
等
に
よ
っ
て
交

通
事
情
が
改
善
さ
れ
た
こ

と
で
患
者
輸
送
事
業
は
行

っ
て
い
な
い
。
国
の
定
め

る
へ
き
地
指
定
に
は
集
落

か
ら
半
径
4
キ
ロ
以
内
に

医
療
機
関
が
な
い
こ
と
の

ほ
か
細
か
な
条
件
が
あ
る
。

　
　
　

福
祉
課
の
人
員
配

置
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
　

適
切
な
人
員
配
置

を
機
構
改
革
を
含
め
て
検

討
す
る
。
専
門
職
は
募
集

し
て
も
中
々
応
募
（
資
格

を
持
っ
て
い
て
も
）
が
な

い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　

保
育
費
の
未
納
者

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

9
名
で
滞
納
額
は

1
4
2
0
万
9
0
2
円
で

あ
る
。

　
　
　

水
道
料
の
滞
納
者

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

現
年
度
54
件
、
過

年
度
93
件
で
あ
る
。

険
者
62
・
8
％
、
65
歳
以

上
の
被
保
険
者
46
・
7
％

で
あ
る
。
40
歳
以
上
74
歳

ま
で
の
全
被
保
険
者
で
医

療
を
受
け
て
い
る
人
も
対

象
に
な
る
。
受
診
者
数
は

8
1
4
人
で
あ
っ
た
。
健

診
受
診
率
は
高
い
ほ
う
で

推
移
し
て
い
る
。

　
特
別
委
員
会
に
お
い
て

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
様
々

な
意
見
や
要
望
が
、
平
成

27
年
度
以
降
の
予
算
や
施

策
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を

望
む
。

納
付
書
80
人
）
資
格
証
明

書
の
発
行
は
な
い
が
、
6

か
月
間
の
短
期
受
給
者
証

は
発
行
し
て
い
る
。

　
　
　

予
防
事
業
の
目
的

は
、
本
来
一
般
会
計
で
や

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
事
業
費
予
算
の
上
限

は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

介
護
者
を
未
然
に

予
防
す
る
た
め
の
事
業
で

あ
る
。
介
護
予
防
事
業
と

地
域
支
援
事
業
そ
れ
ぞ
れ

介
護
給
付
費
の
2
％
が
上

限
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

合
計
が
介
護
給
付
費
の
3

％
以
内
の
枠
の
予
算
制
度

が
あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て

介
護
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

当
町
の
国
保
被
保

険
者
の
年
齢
分
布
に
つ
い

て
伺
う
。

　

特
定
健
診
の
対
象
者
と

受
診
結
果
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　

60
歳
以
上
の
被
保

決 算 特 別 委 員 会 報 告
委員会審査日　9月5日～12日 原案のとおりすべて可決

平成
25年度
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〈採決の結果〉
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薗
田

坂
本

野
口

根
岸

中
澤

芹
澤

太
田

山
本

  

森鈴
木

小
籔

一
般
会
計

建
設
課

企
画
課

福
祉
課

簡
易
水
道
事
業

温
泉
事
業

産
業
課

税
務
課

生
活
健
康
課

商
工
観
光
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育
総
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回
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特
別
会
計

い
や
し
の
里

診
療
所
事
業

後
期
高
齢
者

医
療
事
業

介
護
保
険
事
業

国
保
事
業

現
場
視
察（
ミ
シ
マ
サ
イ
コ
栽
培
地
）

・

3


